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平成 28 年 1月期 通期連結業績予想値と実績値との差異及び 

個別決算における前事業年度の実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 27 年 10 月 15 日付「本社移転、固定資産の譲渡、特別損失計上及び平成 28 年１月期 通期連結

業績予想の修正に関するお知らせ」において公表しました、平成 28年１月期連結の通期（平成 27年２

月 1 日～平成 28 年１月 31 日）業績予想値と実績値との間に差異が生じましたのでお知らせいたしま

す。また、当社は個別業績予想を開示しておりませんが、個別決算における当事業年度の実績値が前事

業年度の実績値から一定以上変動しましたので併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想値と実績値との差異 

（平成 27年２月１日～平成 28年１月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益（円） 

前回発表予想 （Ａ） 7,700 △480 △480 △2,077 △53.87 

今 回 実 績 （Ｂ） 6,837 △114 27 △1,318 △34.19 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △862 365 507 758 ― 

増 減 率 （％） △11.2% ― ― ― ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 27年１月期） 
7,520 △1,071 △885 △2,518 △65.38 

※当連結会計年度より会計方針の変更を行っているため、前期実績（平成 27 年１月期）については

遡及処理後の数値を記載しております。 

 

２．個別決算における前事業年度の実績値と当事業年度の実績値との差異 

（平成 27年２月１日～平成 28年１月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益（円） 

前事業年度実績（Ａ） 4,206 △112 △1,929 △50.10 

当事業年度実績（Ｂ） 3,743 138 △1,786 △46.31 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △463 251 143 ― 

増  減  率（％） △11.0% ― ― ― 

※当事業年度より会計方針の変更を行っているため、前事業年度実績については遡及処理後の数値

を記載しております。 



 

３．差異が生じた理由 

【連結】 

平成 27 年 10 月 15 日付で発表いたしました平成 28年１月期通期連結業績予想に比べ、一部

の新規事業分野が計画より遅れて進捗した影響等により、製品売上高・ロイヤリティー収入が

ともに想定より減少し、売上高につきましては予想値を 862 百万円下回り 6,837 百万円となり

ました。 

一方、損益面では、販売費及び一般管理費の削減をはじめとした全社的なコスト削減の取り

組みの結果、営業赤字幅が当初想定を超えて縮小し、営業損益は 365 百万円改善し 114 百万円

の営業損失となりました。また、上記の要因に加え、受取利息や投資事業組合運用益等の営業

外収益の発生により、経常損益が 507 百万円良化し、27 百万円の経常黒字を計上したほか、海

外子会社において未払費用戻入益を計上したこと等により、当期純損益は 758 百万円の改善と

なり、1,318 百万円の当期純損失となりました。 

 

【個別】 

前事業年度実績と比べ、製品売上高が増加したものの、特許ライセンス収入やロイヤリティ

ー収入等が概ね想定通りに減少した結果、売上高は 463 百万円減少いたしました。損益面では

連結業績と同様の理由により経常損益が 251百万円良化し138百万円の経常利益を計上したほ

か、当期純損益は 143 百万円改善し、1,786 百万円の当期純損失となりました。 

 

以 上 


